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鱒 １
月
帥
日
（
士
）
、
荒
砥
高
等
学
校
の
生
徒
と
教
職
員
、

役
場
職
員
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
で
、
除
雪
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
駆
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
が
あ
り
、
柘
歳
以
上
で
玄
関
口
や
軒
下
な
ど
の
除

雪
に
支
援
が
必
要
と
す
る
高
齢
者
宅
５
世
帯
を
訪
問
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
を
使
い
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に

積
雪
を
片
付
け
て
い
ま
し
た
。
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尋
卜地

域
の
自
主
防
災
組
織
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
除
雪
機

を
利
用
し
て
の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
が
、
屋
根
に
か
か
る
ほ

ど
の
積
雪
や
、
時
に
は
雪
で
足
を
取
ら
れ
、
思
っ
た
以
上
に

除
雪
は
進
ま
ず
、
時
間
が
か
か
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
「
高
齢
者
が
除
雪
す
る
の
は

大
変
だ
」
「
ひ
と
り
で
除
雪
を
行
う
の
は
危
険
だ
」
等
と
、

少
し
で
も
自
分
が
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
と
い

う
思
い
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
齢
者
か
ら
は
、
「
い
や
、
助
か
っ
た
」
「
屋
根
に
届
き
そ
う

な
と
こ
ろ
、
み
な
（
全
部
）
き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ
た
」
「
寒

い
ど
こ
ろ
、
わ
り
が
っ
た
。
お
し
よ
う
し
な
な
」
と
、
と
て

も
嬉
し
く
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

寒
い
中
、
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‐

操の広報誌には赤い羽根共同募金の配分金が使われており議す。
編集と発行／白縢町社会福祉協議会〒992-083l山形県西置賜郡白臘町大字荒砥甲488

TEL､0238(86)0150FAX.0238(86)0155E-mail:shirasya@sgic・jp
ホー､ムページhttDs://www.shirataka-svakvQ・com/



ふたおい②
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除
雪
の
作
業
は
、
予
想
以
上
に
大
変
で
非
常
に
大
苦
戦
し
ま
し
》
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で
す
が
、
そ
の
分
、
終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
は
半
端
な
く
清
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弱
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
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除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
他
の
県
で
は
で
き
な
い
、
雪
国
で
し
亜
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●

坤
力
て
き
な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
し
っ
か
》
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配
り
残
し
て
お
く
べ
き
だ
な
と
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
”
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協
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が
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き
た
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で
良
か
っ
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困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
て
る
の
は
、
と
て
も
亜

●
、
●

》
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
困
っ
て
》
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恥
い
る
人
が
い
た
ら
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積
極
的
に
助
け
て
い
き
た
い
で
す
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自
分
の
家
よ
り
も
雪
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
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ｍ
も
除
雪
を
す
る
の
で
、
今
回
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
恥

●
●
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●

》
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
先
の
高
齢
者
が
と
》
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》
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さ
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持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
．
■

●
●
●
●
●
○

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
ー
ｒ

●●●

⑪

”
イ
ア
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

●
■
●
●
●
。
●

●
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｕ
●
●
●
●
。
Ｑ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
ｇ
●
●
●
●
●
●

一一

鄙
P

ノ

ー7



③ふたおい

２
月
、
日
（
水
）
、
ｎ
日
（
木
）
、
哩
日
（
金
）
、
加
日

（
土
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
除
雪
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
活
動
い
た

だ
い
た
企
業
は
、
有
限
会
社
山
栄
測
量
設
計
、
株

式
会
社
鈴
木
工
務
店
、
衣
袋
建
設
株
式
会
社
、
共

栄
建
運
株
式
会
社
、
那
須
建
設
株
式
会
社
の
５
社

で
す
。事
前
に
現
場
確
認
を
行
い
、
必
要
な
資
機
材
や

重
機
、
活
動
人
数
の
調
整
が
さ
れ
、
当
日
は
、
家
全

体
が
雪
で
覆
わ
れ
、
玄
関
か
ら
雪
山
を
超
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
高
齢
者
宅
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪

に
よ
り
軒
先
ま
で
届
く
高
さ
の
高
齢
者
宅
等
で
、

総
勢
訓
名
が
６
世
帯
の
除
雪
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
安
全
確
保
や
、
積
雪
に
よ
る
窓

ガ
ラ
ス
の
破
損
、
雪
庇
に
よ
る
屋
根
の
破
損
を
防

ぎ
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
重
機
操
作

に
よ
っ
て
、
手
際
よ
く
片
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

企
業
の
地
域
貢
献
活
動
を
紹
介

衣袋建設株式会社

コア

雪

那須建設株式会社
’

‐

善意銀行､各保育園に

1
／

あたたかいご寄付等ありがとうございましだ。
〈令和2年10月1日～令和3年3月12日まで〉 （順不同）

【善意銀行へ】 鈴木しげ様タオル50枚 金田きよ子様衛生用品

【さくらの保育園へ】

金田賢一様 大豆（豆まき） めがね魚店様 豆菓子

㈲花ショップポピー様 フラワーアレンジメント体験 横山 聡様 啓翁桜
守谷美年子様 乳児用ちり紙

【ひがしね保育園へ】

ほっこり農園白麿様 にんじん掘り体験 羽田はるみ様 初釜体験

平井有希子様 書き初め体験 紺野邦夫様 だんどの木
丸卜建設株式会社様 木片（木工作品制作用）

㈲花ショップポピー様 フラワーアレンジメント体験 カルピス株式会社様 カルピス
ものづくり実験室モノラボ様 ネーム入り歯ブラシ入れ

【放課後児童クラブへ】 守谷美年子様 食器類
、 一一ノ



ふた詞い④

|~鬮つた膳は迷わず､す童にご相識くださ‘,、各種相談窓□のご案内

福祉サービス利用援助事業BO2SS-SS-O1SO
認知症高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などで、福祉サービスを利用したいけど手続きが

分からない方、お金の管理や引き出しが出来なくなってきたなど、日常生活に不安がある方の相談や

関係機関へのつなぐお手伝いをしています。

【サービスの内容】
○福祉サービス利用に関する情報提供､利用または利用を止めるために必要な手続き

○日常的な金銭の出し入れのお手伝い(公共料金や税金等の支払い､医療費の支払い等）

○大切な書類等の預かり（貸金庫でお預かりします｡）

騨薙‘

【ｻｰビｽ利用料】 鈩試ノ1回あたり1,500円（約1時間程度､交通費含む）

【サービス契約】

利用者､白魔町社会福祉協会､山形県社会福祉協議会の3者で契約します。

※詳しい内容をお知りになりたい方､ご相談は社会福祉協議会までお問い合わせください。
面P

〆 、

牛活困窮などに関する相談窓□
仕事のこと 生活のこと

･仕事が続かない ．仕事が見つからない ・社会にでるのが怖い．今日食べる物がない

・働く意欲はあるが自信がない など ・周囲に頼れる人がいない など

態聯陥 靴謡ゞ
･収入と支出のバランスが崩れている など ・入院費用の支払いなどが不安 など

膓－詞／白麿町健康福祉センター内 阿冒~謡－百]／月曜日～金曜日(祝日を除く）
團寸蒔司／午前8時30分~午後5時15分 雁砺詞／事前予約をお願いします。
應悪罰司／西置賜地域生活自立支援センター

、 ノ
■戸

が8＝ﾛロ.固＝画一画一哩一山一畑＝山－口－1－■－画一m李騨‐‘且ー昌一山－0‐重一口一■ー忍一I｡＝Aｰ＆＝日‘＝四一9‐9ー且‐8ー画雫廿字画一曲唾凹一国･一四垂越－1零画唾a＝,廿＝壇；塵0■■ﾛ‘■■硯聖日一■季日■■砕曇､~e堅

； 生活福祉資金貸付制度のご案内 ！

§ この貸付制度は､他の貸付制度が利用できない低所得世帯や障がい者世帯などに対し､必要な相談支：
：援を行い､経済的自立と生活の安定､在宅福祉及び社会参加の促進を図ることを目的とした貸付制度でi
＃す。 i

： 民生委員や市町村社会福祉協議会が窓口となり､県社会福祉協議会が実施主体となって､無利子またi
iは低利子で資金の貸付をします。 i

iU

i 【資金の種類】総合支援資金…失業などにより世帯の生活の維持ができなくなったなど
ロ 1

福祉資金 …日常生活を送る上で､一時的に必要と見込まれる費用など
§ 緊急小口資金…緊急に一時的に生計の維持が困難となったなど 1

教育支援資金…高校・短大・大学・専門学校の就学費用

： ※総合支援資金と金緊急小口資金の利用をする場合､生活困窮の相談窓口と一緒に支援をしていき ：
ます｡詳しいことは､お問い合わせください。

： ※教育支援資金の申請希望の方は､入学金等の納付期限締め切り間際の申請にならないよう､できる ：
i だけ早めの申請手続きをお願いします。
馴産･画,画,口｡…垂,幸,画.‘卿…｡索‘－，輯.．‘ご…画,…章,,－．－，‘雪‘‘唾.廟‘毒…画ﾛ｡,毒’ロ.＝‘‘気‘苧,"輯’,牢‘,ﾛ,噂…‘．_､毒,輯‘＝"画‘仙竃,毒‘－，西,－，画｡西,画,’四…圃毒…I


